
平成２３年度 魅力ある学校づくり推進事業計画書

１ 取り組むテーマ

「生徒と教師がともに学びあう楽校」

２ テーマ設定の背景、現状

本校は、来年度学級数１９学級（特別支援学級を含む）、生徒数５８８名、教職員数４０名の

中学校である。

学校教育目標として「自立心のある、心豊かな生徒の育成」を掲げ、授業・学校行事・部活動等

の体験を通して、「感動・感謝」する心の育成に努めている。今年度までの２年間で「学力向上」

を重点目標に掲げ、本事業を活用し、生徒が教師とともに意欲的に学習に取り組むための授業のあ

り方（「学び合い学習」等）、長期休業中・放課後等で地域人材を活用した補充指導や、家庭学習

の充実に向けた研究及び実践を積極的に推進してきた。その成果として学校評価や定期テスト、授

業での生徒の様子から着実な進歩がみられる。そこで来年度も本事業を継続し、推進していけばよ

り確かな、より精練された研究と実践が期待できる。今年度まで推進してきてことを、さらに発展

・深化していく事業を意図的・計画的に進めながら、生徒の更なる「学力の向上」につなげたい。

３ 取り組むテーマの成果指標及び目標

成果指標 ① 学習評価アンケートにおいて、学習効果関連項目のポイントを上げる。

② 生徒とともに学びあう授業実践の定着を図る。

③ 家庭学習の時間を３０分延ばす。

④ 長期休業や放課後等で補充学習を実施する。

（現状） ⇒（目標）

① 学習に関する生徒アンケートを１・３学期に実施し、学習効果を評価

成果指標の目標 する項目に関してポイントを向上させる。

② グループ学習に取り組んでいるが十分とは言えない。⇒「学び合い」

「支え合い」の協同的な学習形態をグレードアップし、本校独自の学

習形態の確立を目指す。

③ 家庭学習の時間を確保するため、保護者と協力して取り組む。

（目標の根拠）

① 今年度の学校評価調査結果から、学習に対する効果を生徒の理解度の

変化によって把握しながら指導したい。

② 昨年度、静岡県より藤田修一氏を招聘し、「学び合い学習」の研究を

深めた。全教科でその実践が広がっているが、更に意図的・効果的な学

習活動を確立したい。

③ 長期休業中に地域人材を活用した補充学習（サマースクール）を開催

したが、放課後の補充学習も取り入れて、地域・学校・家庭が一体とな

るような学校づくりを目指したい。

４ 事業期間

平成２３年４月～平成２４年３月（１年間）

５ 実施内容

（１）協議・検討のための会議等の設置

主な構成等 人員数 開催予定回数

○学力向上委員会 ①授業改善委員会（指導方法の協議） ２０名（ 全体会 ２回部会

②地域連携委員会（補充学習充実のための協議）○構成 ８名） （１ ① ２回部会②

員：佐城教育事務所指導主事、小城市教育委員会 ２名） ２回

指導主事、育友会代表者、本校教職員



（２）予定している主な調査・研究活動

○ 『本校の「学び合い学習」』を視野に入れた「学級づくり」「授業展開」のあり方につい

ての研究

○ 「学び合い学習」の先進校視察及び講師を招聘した職員の研修

○ 家庭学習の定着と充実に向けた課題の内容精選及び実態把握と保護者との連携のあり方

○ 地域人材を活用した補充指導等の講師の人材リストの精選と更新。

○ 学校評価における本事業の生徒・教師・保護者からの評価及び意見集約

（３）その他、当事業において実施する事項

○ 「学びの共同体」研究組織と連携した授業研究

○ 保護者向けの講演会の開催

○ 補充学習教材の活用

６ 教育事務所、佐賀大学、教育センター等の活用計画

実施時期 協力要請先 協力要請及び支援要請の内容

（ 月頃） 支援要請先

１学期 佐城教育 教育事務所担当者を講師に「学び合い」の研修

（６月頃） 事務所

２学期 教育 教育センター担当者を講師に授業研究の研修

（11 月頃） センター

３学期 学びの共同体 「学びの共同体」の先生を講師に研究のまとめ方の研修

（２月頃） 事務局


